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    ほら、 

  このほんおもしろかったよ 

       ２０１２年
ねん

 春号
はるごう

 

 

 

 

 

 

 

 

『おつきさま なにみてる』（えほん） 

なかじまかおり／作 岩崎書店 

 

おそらにうかぶ、まんまるの 

おつきさま。 

なにみてるのかな？すうすう 

ことり、きらきらほしぞら…。 

おそらのうえから にこにこと 

みまもってるよ。 

 読書活動推進標語  

わくわく、どきどき。 

だから、わたしは、ほんがすき 
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『くらげのりょかん』（えほん） 

やぎたみこ／作・絵 教育画劇 

 

おじいちゃんと、きのこのやまにでか

けた、たけちゃんは、ふしぎなくらげの

りょかんに とまることになりました。 

どくきのこのおしばいがあったり、 

りょかんが うみのなかや、なんきょくに

ワープしたり…。 

くらげりょかんのサービスにはおどろ

きのれんぱつ！ 

 

『さあ、とんでごらん！』（えほん） 

ｻｲﾓﾝ・ｼﾞｪｰﾑｽﾞ／さく 岩崎書店 

 

ふゆになり、ことりのジョージもそろ

そろ とぶれんしゅうを しなくてはいけ

ません。でも、ジョージはこわいからと

いやがります。 

ところが、あるひ、ママがいないあい

だに つよいかぜがふいて、ジョージは 

すに入
はい

ったまま とばされます。ママがお

いかけるけれど、あっちへこっちへとば

されて、とうとう すもこわれてしまいま

した。 

ジョージはちゃんととべるかな？ 
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『ハックション あれッ？？』（えほん） 

ﾃﾞﾌﾞ・ﾗｯｷ／作 ＢＬ出版  

 

男
おとこ

の子
こ

が、すごいクシャミをしたら、

あたまのなかにあったものが でてきて

しまいました。じぶんの名前
な ま え

がわからな

くなり、ママの髪
かみ

の毛
け

の色
いろ

もわからなく

なり、学
がっ

校
こう

でならったことも、鼻
はな

の中
なか

か

らとびだしてしまったのです。 

かなしくて鼻をすすりあげたら、とび

だしていったものが かえってきたけれ

ど、もどれなかったものが…。 

 

『バートルのこころのはな』（えほん） 

ｲﾁﾝﾉﾛﾌﾞ・ｶﾞﾝﾊﾞｰﾄﾙ／作 ﾊﾞｰｻﾝｽﾚﾝ・ﾎﾞﾛﾙﾏｰ／絵 小学館      

 

「おかあさんに おんがえしがしたい。」

バートルは、モンゴルのむかしばなしにで

てくる、こころのはなを さがしにでかけま

した。そのはなの あさつゆをあつめて お

ちゃをのむと、ながいきできるといわれて

いるのです。めざすは たかくそびえるホブ

スやま。とちゅうには ぶきみなくらいもり

が！ 

バートルは ぶじにいえにかえりついて、

おかあさんを よろこばせることができる

でしょうか？ 
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『ゆうれい猫ふくこさん』（913） 

廣嶋玲子／作 岩崎書店 

 

団子
だ ん ご

商店街
しょうてんがい

でかわいがられていた

猫
ねこ

のふくこさん。ある日
ひ

、車
くるま

にはねら

れて、ゆうれい猫になってしまいまし

た。 

夏祭
なつまつ

りの日、ひさしぶりに外
そと

にでた

ふくこさん、そば屋
や

の夏
なつ

美
み

のようすが

気
き

になって追
お

いかけていくと…。ふく

こさん、大活躍
だいかつやく

です。 

 

 

『つくろいものやはじめます  

お江戸あやかし物語』（913） 

水沢いおり／作 偕成社 

 

 むかし、お江戸
え ど

の町
まち

に「つくろいものや」

がありました。ここでは、ちょっとかわっ

たものが 働
はたら

いています。 

 こまちねえさんは、もとはまち針
ばり

。ちょ

きちは、人
ひと

の縁
えん

まで切
き

れる縁きりばさみを

もっていて…。どうやら、みんな、ふるい

道具
ど う ぐ

にたましいが宿
やど

った「つくも神
がみ

」みた

いです。 

 そして、お 客
きゃく

さんも、血吸
ち す

い 娘
むすめ

やら、

お猫
ねこ

さまやら…。 
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『お父さんのバイオリン』（913） 

ほしおさなえ／作 徳間書店 

 

十二歳
さい

の 梢
こずえ

は交通
こうつう

事故
じ こ

の現場
げ ん ば

を見
み

た

ことがきっかけで、バイオリンが弾
ひ

けな

くなってしまいました。同
おな

じころ、ふた

り暮
ぐ

らしのお母さんも、お父さんから受
う

け継
つ

いだ楽団
がくだん

が解
かい

散
さん

し、 職
しょく

を 失
うしな

ってし

まったのです。 

二人
ふ た り

はお母さんの故郷
こきょう

にもどり、本当
ほんとう

にしたいことを見
み

つけていきます。 

 

『ずかん プランクトン』（468） 

          清水洋美／編・著 技術評論社 

 

黄色
き い ろ

、緑
みどり

、ピンク、すきとおった

もの、丸
まる

いもの…。プランクトンは

いろんな色
いろ

や 形
かたち

をしています。 

電子
で ん し

顕微鏡
けんびきょう

をのぞくと、観察
かんさつ

する

ものの細
こま

かな構造
こうぞう

を立体的
りったいてき

に見
み

るこ

とができるんです。 

ふだんは見えない神秘的
しんぴてき

な世界
せ か い

を

楽
たの

しんでみませんか。 
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『ヤマネさん お山にかえるまで』（489） 

            西村豊／写真・文 アリス館 

 

みなさんは「ニホンヤマネ」って知
し

っていますか？山
やま

の中
なか

にすんでいて、

ネズミに似
に

た小
ちい

さな動物
どうぶつ

です。ヤマ

ネは、日本
に ほ ん

の法律
ほうりつ

で守
まも

ってもらわな

いと、生
い

きていけないほど、数
かず

の少
すく

な

い動物
どうぶつ

です。 

西村
にしむら

豊
ゆたか

さんは、ヤマネをずっと見
み

まもってきました。これは、野生
や せ い

の

「ニホンヤマネ」を保護
ほ ご

し、長野
な が の

の

山にかえすまでのおはなしです。 

 

『森がささやいている 木工家が見つめる木の命』 

（583）            池田まき子／著 岩崎書店 

 

よく目
め

にする合板
ごうはん

の家具
か ぐ

。何百年
なんびゃくねん

と生
い

きてきた、きれいな木
もく

目
め

の広葉樹
こうようじゅ

ほど、

うすくスライスされては木材
もくざい

にはられ、

数年
すうねん

で捨
す

てられます。  

木工家
もっこうか

の工藤
く ど う

さんは、１本
ぽん

の木
き

をその

まま家具に使
つか

うことで、「３００年生き

た木は３００年使える家具に」生
う

まれ変
か

わらせていきます。 
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『テーブルマナーの絵本』（596） 

             髙野紀子／作 あすなろ書房 

    

おうちで、レストランで、おはし

で、ナイフとフォークで…、美
うつく

しく

食
た

べるマナーの本
ほん

です。 

かわいい動物
どうぶつ

の絵
え

で、美しい作法
さ ほ う

をくわしく説明
せつめい

しています。 

毎日
まいにち

の食事
しょくじ

をただしく食べること

がなによりもたいせつだそうです。 

 

 

 

  

☆えほん☆ 

 

『ぶつくさモンクターレさん』  

ｻﾄｼﾝ／作 西村敏雄／絵   

ＰＨＰ研究所 

『地球
ちきゅう

をほる』 

川端誠／作 ＢＬ出版 
 

『セコイア 世界でいちばん  

高い木のはなし』 

ｼﾞｪｲｿﾝ・ﾁﾝ／作 福音館書店 

ほかにもいろいろ 

地球をほる 
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☆よみもの☆ 

『丘
おか

の木ものがたり』(913) 

森山京／作 講談社 

『あやかしファンタジア』(913) 

斉藤洋／作 理論社 

 

『いつでもだれかの味方
み か た

です』(913) 

田中直子／作 朝日学生新聞社 

『死神
しにがみ

の追跡者
ついせきしゃ

』(933) 

ｸﾘｽ・ﾌﾟﾘｰｽﾄﾘｰ／作 ポプラ社 

 

☆ちしきのほん☆ 

 

『はじめての羊毛フェルトししゅう 

チクチクさして作る』(594) 

せとよしみ／作 学研教育出版 

 

『いまがわかる！世界なるほど大百科』(033) 

ｼﾞｮｰ・ﾌﾙﾏﾝ／著 河出書房新社 

 

堺
さかい

市立
し り つ

図書館
と し ょ か ん

  平成
へいせい

２４年
ねん

４月
がつ

発行
はっこう

 

 

あ
や
か
し 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア 

い
つ
で
も
だ
れ
か
の 

み
か
た
で
す 


